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■

理
事
会
　
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
二
日
開
催

評
鶴
員
会
・
理
事
会
　
平
成
二
十
九
年
六
月
十
二
日
開
催

な
お
五
月
二
十
二
日
の
理
事
会
に
お
い
て
は
、
定
款

第
三
十
二
条
3
に
基
づ
く
「
み
な
し
決
議
」
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報
告
の
附
属

明
細
書
に
関
す
る
件

理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
評
議
員
会
で
報
告
が

な
さ
れ
た
。

平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
に
関
す
る
件

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
・
財
務
諸
表
が
理
事
会
、

評
議
員
会
で
承
認
決
議
さ
れ
た
。

⑨
　
平
成
二
十
九
年
度
公
益
財
団
法
人
J
K
A
補
助
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
承
認
決
議
さ
れ
た
。

④
　
次
期
役
員
の
理
事
会
推
薦
名
簿
が
承
認
決
議
さ
れ
た
。

（
役
員
名
簿
参
照
）

評
議
員
候
補
者
推
薦
（
案
）
　
の
承
認

理
事
候
補
者
推
薦
（
案
）
　
の
承
認

監
事
候
補
者
推
薦
（
案
）
　
の
承
認

定
款
の
一
部
変
更
（
案
）
　
の
承
認

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
、
平
成
二
十
九
年
度
収

支
予
算
書
が
報
告
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

【
補
助
事
業
】
公
益
財
団
法
人
J
K
A
競
輪
収
益
助
成
事
業

①
　
F
M
補
聴
シ
ス
テ
ム
無
償
貸
与
事
業

【
一
般
事
業
】

①
　
事
業
案
内

全
国
聾
学
校
に
事
業
案
内
送
付
、
全
国
聾
学
校
長
会
総
会

で
事
業
説
明

②
　
「
第
四
十
掌
芸
円
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え
る
芦

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
一
日
（
月
〓
後
日
十
二
月
十
八

日
に
変
更
と
な
っ
た
】

会
場
‥
衆
議
院
憲
政
記
念
館
（
千
代
田
区
永
田
町
）

後
援
‥
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、

全
国
聾
学
校
長
会
、
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会
、

全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

⑨
　
第
二
十
二
回
全
国
聾
学
校
絵
画
展

審
査
会
‥
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日

展
覧
会
‥
平
成
二
十
九
年
十
月
十
九
日
・
二
十
日

会
場
‥
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

表
彰
式
‥
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
在
籍
校

に
会
長
が
赴
い
て
実
施

後
援
‥
文
部
科
学
省
・
全
国
聾
学
校
長
会
、
全
国
聾
学
校

P
T
A
連
合
会
、
全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

④
　
第
二
十
九
回
全
国
聾
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
‥
自
由

審
査
会
‥
平
成
三
十
年
一
月
九
日

表
彰
式
‥
金
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
校
に
会
長
が

赴
い
て
実
施

後
援
‥
文
部
科
学
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
全
国
聾

学
校
長
会
、
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会
、
全
国
聴
覚

障
害
者
親
の
会
連
合
会

⑤
　
第
十
三
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
‥
自
由

審
査
会
‥
第
一
次
　
平
成
二
十
九
年
八
月
十
九
日

第
二
次
　
平
成
二
十
九
年
九
月
九
日

表
彰
式
‥
「
第
四
十
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を

た
た
え
る
会
」
で
実
施

共
催
‥
全
国
聾
学
校
長
会

後
援
‥
文
部
科
学
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
全
国
聾
学
校

P
T
A
連
合
会
、
全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

⑥
　
読
字
力
検
定
試
験
　
年
間
三
回
実
施

⑦
　
聴
覚
障
害
教
育
関
係
資
料
収
集
事
業

⑧
　
会
報
「
響
き
」
　
の
発
行
　
年
二
回

⑨
　
募
金
活
動
（
ハ
マ
ナ
ス
募
金
）
　
目
標
額
千
五
百
万
円

⑲
　
法
律
相
談
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
法
律
相
談
）

⑪
　
専
門
図
書
、
ビ
デ
オ
の
紹
介
・
頒
布

⑯
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
・
更
新
　
等

⑯
　
聴
覚
障
害
教
育
研
究
団
体
・
聴
覚
障
害
教
育
振
興
奨
励
会
・

全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会
へ
の
助
成

⑭
　
聴
覚
障
害
乳
幼
児
教
育
相
談
研
究
委
員
会
の
新
設
・
実
施

平
成
二
十
九
年
度
　
役
員
名
簿
　
　
（
敬
称
略
）

理
事
（
会
長
）
山
東
昭
子
　
（
副
会
長
）
森
伸
夫
、
浅
井
健
二

（
専
務
理
事
）
櫻
井
博

（
常
務
理
事
）
木
内
弘
司
、
宮
野
忠
夫
、
小
林
明
、
仲
田
邦
男

（
理
事
）
秋
谷
義
一
、
阿
部
き
み
よ
、
入
澤
肇
、
瑚
翔
観
相
召
、

桑
山
哲
夫
、
田
中
助
英
、
田
中
美
郷
、
中
村
喜
久
子
、
平
口
洋
、

藤
本
登
、
牧
島
ミ
リ
、
山
田
春
雄

（
監
事
）
関
根
正
浩
、
刹
問
瀾
詞

評
議
員

荒
崎
勝
美
、
石
川
庄
六
、
召
欄
刻
頚
、
伊
藤
忠
、
大
塚
明
敏
、

大
沼
直
紀
、
大
場
利
秋
、
小
川
昭
子
、
小
俣
昌
道
、
金
子
昌
夫
、

掴
鰯
型
凋
、
木
村
澄
威
、
神
津
郁
子
、
小
島
藤
昭
、
斎
藤
佐
和
、

鈴
木
茂
樹
、
竹
内
美
和
子
、
武
田
智
彦
、
田
中
眞
由
美
、

戸
田
典
尚
、
野
崎
正
史
、
原
島
恒
夫
、
廟
田
渕
召
、
魂
爛
封
、

山
勝
彦
、
四
日
市
章
、
若
林
友
晴

事
務
扇

（
事
務
局
長
）
瑚
u
山
間
コ

（
事
務
主
事
）
上
田
久
三
、
小
釧
刃
朝
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最優秀賞［文科大臣賞］（幼・小学部門）

「どうぶつえんにいったよ」種田莱宥

青森聾学校

）
　
　
な
お
、
名
簿
の
中
で

は
　
任
さ
れ
た
方
で
す
。

の
方
は
、
今
年
度
新
た
に
就

ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

今
井
絵
理
子
‥
参
議
院
議
員

本
間
通
義
‥
本
間
合
同
法
律
事
務
所
　
弁
護
士

石
橋
大
吉
‥
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
理
事

加
藤
聖
治
‥
株
式
会
社
P
M
J
a
p
a
コ
代
表
取
締
役

鹿
田
栄
子
‥
筑
波
大
学
名
誉
教
授

森
藤
　
才
‥
全
国
聾
学
校
長
会
会
長

池
上
啓
二
‥
元
横
浜
聾
学
校

な
お
、
六
月
十
二
日
に
は
評
議
員
会
・
理
事
会
に
先
立
っ

て
常
務
理
事
会
及
び
聴
覚
障
害
乳
幼
児
教
育
相
談
研
究
委
員

会
第
一
回
企
画
研
究
委
員
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

全
て
の
会
議
が
終
了
後
、
協
会
の
理
事
・
評
議
員
懇
親
会
が
、

山
東
会
長
の
ど
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
、
四
〇
名
以
上
の
ご

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

校
・
九
十
六
点
、
小
学
部
二
十
八
校
・
二
百
二
十
七
点
、
中
学

部
十
四
校
・
九
十
五
点
、
高
等
部
・
専
攻
科
十
二
校
・
四
十
一

点
で
し
た
。
今
年
度
の
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の

十
六
名
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞

青
森
県
立
青
森
聾
学
校

幼
稚
部
五
歳
児
　
櫻
田
　
莱
宥

最
優
秀
賞

愛
媛
県
立
松
山
聾
学
校

中
学
部
一
年
　
鶴
崎
　
陽
仁

優
秀
賞
（
幼
稚
部
・
小
学
部
部
門
）

田
上
中
村
高
橋
山
崎

優
秀
賞
比
嘉

芽
依
（
鹿
児
島
校
）
　
森
中
　
優
友
（
熊
本
校
）

佑
真
（
長
野
校
）
　
池
田

紗
彩
（
松
山
校
）
　
野
村

匠
梧
（
浜
田
校
）

（
中
学
部
・
高
等
部
部
門
）

萌
珠
（
沖
縄
校
）
　
宮
内

傑
史
（
長
野
校
）

慧
光
（
こ
ぼ
と
校
）

平
成
二
十
九
年
度
　
第
一
回
読
学
力
検
定
試
験

本
年
六
月
実
施
の
読
字
力
検
定
試
験
の
結
果
は
左
記
の
通
り

で
し
た
。
第
二
回
（
十
月
）
、
第
三
回
（
二
月
）
　
で
も
、
合

格
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

松
本
あ
や
め
（
広
島
南
校
）
　
室
井

加
藤
　
稜
大
（
一
宮
校
）
　
渡
田

田
淵
　
海
聖
（
鹿
児
島
校
）

夏
妃
（
鹿
児
島
校
）

彩
（
福
島
県
校
）

連
（
熊
本
校
）

・
受
験
学
校
数

・
受
験
者
総
数

・
合
格
者

・
合
格
証
授
与
者
数

九
級
‥
四
二
名

六
級
‥
三
八
名

三
級
‥
六
〇
名

五
十
七
校

一
三
一
四
名

九
八
玉
名

三
九
三
名

八
級
‥
六
二
名

五
級
‥
三
八
名

二
級
‥
二
七
名

七
級
‥
三
八
名

四
級
‥
三
〇
名

一
級
‥
四
四
名

特
一
級
‥
一
四
名

※
今
回
の
特
一
級
の
最
年
少
合
格
証
授
与
老
　
中
二

第
二
十
二
回
　
全
国
聾
学
校
絵
画
展

今
年
度
の
審
査
会
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日

（
土
）
　
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
募
学
校
数
三
十
二
校
、
応
募

作
品
総
数
は
四
百
五
十
九
点
で
し
た
。
内
訳
は
幼
稚
部
十
二

最
優
秀
賞
（
二
点
）
並
び
に
優
秀
賞
受
賞
作
品
（
十
四
点
）
は
、

平
成
二
十
九
年
度
第
五
十
一
回
全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会
（
秋

田
大
会
）
会
場
に
お
い
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

作
品
を
応
募
し

た
児
童
・
生
徒
全

員
に
、
参
加
賞

（
ク
リ
ア
・
フ
ァ

イ
ル
）
、
優
秀
賞

受
賞
者
（
十
六
点
）

に
は
絵
の
具
メ
ー

カ
ー
（
株
）
　
ク
サ

カ
ベ
提
供
の
　
「
絵

の
具
セ
ッ
ト
」
　
を

副
賞
と
し
て
贈
っ

て
い
ま
す
。

●
絵
画
展
審
査
員
講
評

審
査
員
　
錦
織
垂
治
（
示
現
会
理
事
　
日
展
準
会
員
）

今
回
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
朝
早
く
か
ら
会

場
い
っ
ぱ
い
に
幼
稚
部
の
作
品
か
ら
順
番
に
並
べ
て
く
だ

さ
っ
て
私
は
そ
の
中
か
ら
、
ま
ず
プ
ロ
の
視
点
で
純
粋
に
こ

れ
ぞ
と
思
う
絵
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
次
に
作
者
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
目
線
も
意
識
し
っ
つ
選
抜
し
ま
す
が
今

回
の
作
品
は
、
全
体
的
に
色
が
豊
富
で
躍
動
感
が
あ
り
更
に

は
音
楽
的
な
リ
ズ
ム
さ
え
も
感
じ
る
作
品
が
多
く
、
こ
れ
も

住
い
あ
れ
も
い
い
と
選
ぶ
の
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
（
2
点
）
　
で
は
、
幼
・
小
部
門
の
横
田
莱
宥
さ

ん
の
「
ど
う
ぶ
つ
え
ん
に
い
っ
た
よ
」
〔
文
部
科
学
大
臣
賞
〕
は
、

ラ
イ
オ
ン
や
白
鳥
ら
し
き
鳥
た
ち
の
表
情
と
仲
良
く
し
て
い

る
様
子
と
シ
ン
プ
ル
な
色
彩
と
空
間
も
優
し
く
ホ
ツ
コ
リ
感

が
伝
わ
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
中
・
高
（
専
）
　
部
門

の
鶴
崎
陽
仁
さ
ん
の
「
自
画
像
」
は
、
バ
ッ
ク
の
カ
ラ
フ
ル

な
色
に
よ
っ
て
主
役
で
あ
る
陽
仁
さ
ん
の
表
情
、
性
格
ま
で

も
引
き
立
た
せ
て
描
き
切
っ
て
い
る
と
て
も
よ
い
作
品
で
す
。

優
秀
賞
（
1
4
点
）
　
で
は
、
幼
・
小
部
門
。
野
村
慧
光
さ

ん
「
ト
ラ
を
み
た
よ
＝
‖
ガ
オ
＝
‖
」
ト
ラ
の
縞
模
様
と
愛
ら
し

い
目
が
何
と
も
か
わ
い
ら
し
く
こ
の
絵
を
見
て
い
る
だ
け
で

動
物
園
の
様
子
を
も
想
像
さ
せ
る
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
高

橋
紗
彩
さ
ん
「
く
う
こ
う
け
ん
が
く
」
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
し
ょ
う
か
お
友
達
の
表
情
と
赤
、
緑
、
空
色
、
黄
色
で
楽

し
そ
う
に
描
か
れ
て
い
て
こ
ち
ら
も
楽
し
く
う
れ
し
く
さ
せ

る
い
′
い
絵
で
す
。
山
崎
匠
梧
さ
ん
「
な
ぞ
の
よ
う
か
い
た
ち
」

は
、
ま
さ
し
く
沢
山
の
妖
怪
た
ち
が
画
面
に
い
っ
ぱ
い
描
か
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れ
て
い
て
色
彩
も
豊
富
で
タ
ッ
チ
に
も
動
き
が
あ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
表
情
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
さ
が
い
い
で
す
ね
。
森
中
優
友
さ

ん
「
考
え
て
も
思
い
つ
か
な
い
」
は
、
題
名
も
よ
く
思
わ
ず

引
き
付
け
ら
れ
る
構
成
と
更
に
色
彩
、
バ
ラ
ン
ス
、
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
い
い
作
品
で
す
。
表
情
も
い
い
で
す
ね
。

池
田
傑
史
さ
ん
「
も
っ
と
高
く
飛
べ
」
は
、
模
型
飛
行
機

が
高
く
も
っ
と
も
っ
と
高
く
飛
べ
と
信
じ
て
そ
の
先
、
未
来

を
思
い
願
う
力
強
さ
が
描
か
れ
て
い
る
い
い
作
品
で
す
。
中

村
佑
真
さ
ん
「
千
年
生
き
続
け
る
木
」
は
、
友
達
と
手
を
つ

な
い
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
あ
っ
て
い
る
表
情
と
木
の

太
さ
感
と
枝
の
力
強
い
の
び
や
か
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
い

い
絵
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
田
上
芽
依
さ
ん
「
本
を
読
ん

で
い
る
人
」
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
本
の
世
界
に
入
り
込
ん
で

い
る
表
情
が
優
し
く
色
合
い
と
線
に
動
き
が
あ
っ
て
心
を
い

や
し
て
く
れ
る
い
い
作
品
で
す
ね
。

中
・
高
（
専
）
部
門
。
田
淵
海
聖
さ
ん
「
漁
師
」
は
、
大

胆
な
構
成
、
力
強
さ
と
色
合
い
が
漁
師
さ
ん
を
引
き
立
た
せ

て
絵
的
に
み
て
も
す
ぼ
ら
し
い
で
す
。
濱
田
蓮
さ
ん
「
自
由

な
猫
」
は
、
猫
特
有
な
自
由
奔
放
さ
が
描
か
れ
て
い
て
上
部

の
空
間
と
黒
猫
と
ベ
ッ
ド
の
黄
色
と
横
た
わ
る
猫
と
の
空
気

感
が
な
ん
と
も
癒
さ
れ
る
い
い
絵
で
す
。
比
嘉
萌
珠
さ
ん
「
夜

に
な
っ
て
森
を
魅
せ
る
」
は
、
夜
空
に
輝
く
星
が
森
に
絡
み

あ
っ
て
樹
間
、
枝
間
か
ら
見
え
隠
れ
し
た
様
が
昼
に
は
感

じ
え
な
い
夢
の
あ
る
深
い
美
し
い
色
合
い
の
絵
と
し
て
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。
宮
内
夏
妃
さ
ん
「
図
書
館
司
書
」
は
、
沢

山
の
本
の
中
で
係
の
方
と
詳
し
く
説
明
を
受
け
て
い
る
何
気

な
い
風
景
だ
が
全
体
〔
窓
外
の
緑
色
か
ら
室
内
へ
〕
　
の
色
彩

の
バ
ラ
ン
ス
補
色
効
果
が
生
か
さ
れ
構
図
も
す
ぼ
ら
し
い
で

す
。
室
井
彩
さ
ん
「
多
分
明
日
は
ス
テ
キ
な
日
」
は
、
落
ち

着
い
た
茶
色
で
統
一
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
そ
れ
が
逆
に
そ

の
先
に
平
和
な
ス
テ
キ
な
明
る
い
未
来
、
光
を
想
像
さ
せ
て

い
る
深
い
絵
で
す
ね
。
加
藤
稜
大
さ
ん
「
異
国
の
風
景
画
」
は
、

窓
か
ら
見
え
る
異
国
の
明
る
い
空
、
多
彩
な
濃
淡
色
の
建
物

や
橋
な
ど
の
動
き
の
あ
る
構
成
的
に
骨
格
が
し
っ
か
り
絵
が

描
け
た
魅
力
の
あ
る
絵
で
す
ね
。
松
本
あ
や
め
さ
ん
「
幼
き

頃
の
思
い
出
」
は
、
遊
具
と
公
園
の
大
樹
を
今
も
鮮
明
な
記

憶
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
絵
創
り
し
て
い
る
感
性
に
感
動
し
ま
し

た。
最
後
に
、
私
は
絵
画
展
の
第
一
回
目
か
ら
審
査
員
を
仰
せ
つ

か
っ
て
い
る
洋
画
家
で
日
展
、
団
体
展
、
個
展
と
5
0
年
間
画

家
活
動
を
し
て
い
る
者
で
す
が
、
こ
の
絵
画
展
審
査
会
を
何
よ

り
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
の
感
動
と
描
き

た
い
も
の
を
し
っ
か
り
描
き
切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
私
の
絵

心
を
刺
激
し
目
が
洗
わ
れ
る
ご
と
く
感
動
を
受
け
私
自
身
勉
強

さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
各
学
校
で
先
生
方
の
皆
さ
ん
へ
の
絵
を
描
く
環

境
づ
く
り
と
ご
指
導
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
委
員
錦
織
重
治
、
矢
澤
健
太
郎
、
木
脇
康
一

竹
内
一
、
上
田
久
三

第
十
三
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
次
審
査
は
八
月
十
九
日

（
土
）
に
、
第
二
次
審
査
は
九
月
九
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
作
品
総
数
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
百
八
十
二
点
で
し
た
。
′

内
訳
は
小
学
部
（
絵
日
記
・
日
記
七
点
を
含
め
て
）
七
十
八
点
、

中
学
部
五
十
七
点
、
高
等
部
四
十
七
点
で
し
た
。

今
年
度
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

金
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞

東
京
都
立
立
川
ろ
う
学
校

中
学
部
三
年
　
原
島
　
帆
南

金
賞
・
全
国
聾
学
校
長
会
会
長
質

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校

高
等
部
二
年
　
波
会
　
由
貴

金
賞
・
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会
会
長
賞

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校

小
学
部
四
年
　
香
山
　
備
輝

銀
賞

銅
賞上
候
　
追
風
（
沼
津
校
）
　
鈴
木
　
元
太
（
千
種
校
）

池
谷
　
麻
妃
（
静
岡
校
）
　
田
中
　
快
治
（
都
・
中
央
校
）

濱
田
こ
の
実
（
筑
波
校
）
　
杉
村
　
隆
成
（
沼
津
校
）

金
賞
入
賞
者
三
名
の
表
彰
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月

十
八
日
（
月
）
　
の
「
第
四
十
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母

さ
ん
を
た
た
え
る
会
」
に
お
い
て
、
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
日
、
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
は
自
身
の
作
文

を
壇
上
で
口
頭
発
表
し
ま
す
。

第
四
十
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え
る
会

今
年
度
の
「
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え

る
会
」
は
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
初
協
会
が
計

画
し
た
日
程
か
ら
一
週
間
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
ど
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ご
参
加
（
参
加
費

無
料
）
　
の
場
合
は
「
参
加
者
名
簿
」
作
成
の
た
め
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
協
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
出
席
申
込

書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
（
月
）

午
後
一
時
～
三
時
二
十
分

会
　
場
　
憲
政
記
念
館
　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

主
　
催
　
公
益
財
団
法
人
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会

後
　
援
　
文
部
科
学
省
　
厚
生
労
働
省
　
東
京
都
教
育
委
員
会

未
来
（
群
馬
校
）
　
下
条
　
玲
奈

椅
書
（
沼
津
校
）
　
永
吉
　
浩
美

日
和
（
筑
波
校
）
　
竹
内
　
梨
真

（水戸校）

（
平
塚
校
）

（
名
古
屋
校
）

全
国
聾
学
校
長
会
　
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会

全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

株
式
会
社
日
健
総
本
社
　
他

第
一
部
　
式
典

会
長
挨
拶
　
来
賓
祝
辞
　
お
母
さ
ん
の
表
彰

桜
内
義
雄
賞
授
与
　
第
十
三
回
全
国
聾
学
校

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
者
表
彰

第
二
部
　
発
表
会

聾
学
校
児
童
生
徒
の
舞
台
発
表

お
母
さ
ん
の
体
験
発
表

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員
長
講
評
　
第
十
三
回

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
品
発
表

桜
内
義
雄
賞
受
賞
者
の
発
表

第
二
十
二
回
絵
画
展
等
ビ
デ
オ
放
映
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●
桜
内
義
雄
賞

平
成
二
十
九
年
度

「
桜
内
義
雄
賞
」
受
賞
者

今
年
度
の
桜
内
義
雄
賞

に
は
、
鹿
瀬
芽
里

さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
1
9
7
3

年
生
ま
れ
。

四
十
三
歳

幼
稚
部
か
ら
小

学
部
一
年
生
ま
で

栃
木
聾
学
校
に
在

籍
。
そ
の
後
東
京

に
転
居
し
て
か
ら

は
短
大
を
卒
業
す

る
ま
で
普
通
校
に

郵
便
振
替
口
座
0
0
1
1
0
・
9
・
1
3
4
8
7
7

名
義
　
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会

銀
行
振
込
　
　
み
ず
ほ
銀
行
江
戸
川
橋
支
店

普
通
口
座
　
1
6
1
5
7
4
8

名
義
　
公
益
財
団
法
人
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会
会
長

山
東
昭
子

当
協
会
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
六
日
内
閣
府
（
内
閣
総
理
大
臣
）

よ
り
税
額
控
除
に
係
る
証
明
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

一
、
事
業
名

平
成
二
十
九
年
度
障
害
の
あ
る
人
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
創
る
活
動
補
助
事
業

二
、
事
業
実
施
内
容

（
一
）
F
M
補
聴
シ
ス
テ
ム
（
リ
オ
ン
株
式
会
社
製
）

の
購
入
・
無
償
貸
与

送
信
機
・
受
信
機
三
十
セ
ッ
ト

全
国
聾
学
校
・
聴
覚
特
別
支
援
学
校
、
小
学
校
、

中
学
校
、
難
聴
幼
児
通
園
施
設
に
在
籍
、
在
園
す
る

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
家
庭
に
貸
与

通
っ
た
。
受
賞
理
由
は
「
J
－
C
A
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と

し
て
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
ろ
う
学
校
で
教
鞭
を
と
る
な
ど
、

聴
覚
障
害
者
と
し
て
自
ら
途
上
国
の
障
害
者
支
援
に
国
際
的

に
活
躍
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

層

∴

・

当
協
会
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人

J
K
A
競
輪
公
益
資
金
の
補
助
を
は
じ
め
と
し
て
、
皆
様
方

か
ら
の
ど
寄
附
（
ハ
マ
ナ
ス
募
金
）
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。今
年
度
も
計
画
事
業
の
適
正
な
実
施
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
事
業
資
金
の

確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
方
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ハ
マ
ナ
ス
募
金
の
お
振
込
み
は
、
郵
便
振
替
も
し
く
は

銀
行
振
込
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
末
ま
で
の
間
に
、

次
の
皆
様
方
よ
り
ご
寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

株
式
会
社
日
健
総
本
社
（
森
伸
夫
）
、
木
内
弘
司
、
広
島
県
聴

覚
障
害
者
親
の
会
、
小
川
昭
子
、
倉
田
正
雄
、
伏
見
殿
下
杯

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
事
務
局
、
宮
野
忠
夫
、
森
伸

夫
、
株
式
会
社
宝
古
堂
美
術
（
山
田
春
雄
）
、
折
山
精
、
堀
信

子
、
佐
々
木
節
子
、
川
村
美
津
子
、
千
集
い
の
は
な
会
石
川
庄

六
、
金
子
昌
夫
、
北
海
道
高
等
聾
学
校
、
竹
田
統
子
、
伊
与
久

美
子
、
関
根
正
浩
、
弘
田
文
範
、
大
塚
明
敏
、
新
潟
県
難
聴
児

を
持
つ
親
の
会
、
鈴
木
厚
、
長
野
県
長
野
ろ
う
学
校
P
T
A
、

日
本
聾
話
学
校
、
山
本
博
美
、
六
車
郁
子
、
姫
路
聴
覚
特
別
支

援
学
校
白
鷺
会
会
長
竹
中
恵
美
子
、
木
村
澄
蔵
、
竹
内
美
和
子
、

（
株
）
大
場
組
、
西
本
徹
、
東
京
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
浅
井

健
二
）
、
株
式
会
社
テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
（
浅
井
健
二
）
、
群

馬
県
立
聾
学
校
親
の
会
、
阿
部
き
み
よ
、
小
川
勝
江
、
坂
井
美

恵
子
、
武
田
ビ
ル
㈱
武
田
智
彦
、
リ
オ
ン
株
式
会
社
、
全
国
聾

学
校
長
会
、
草
薙
進
郎
、
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平
成
二
十
九
年
度

公
益
財
団
法
人
1
K
A
競
輪
公
益
資
金
に
よ
る

補
助
事
業
実
施
計
画

※
　
今
年
度
の
移
動
母
子
教
室
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら

J
K
A
競
輪
公
益
資
金
に
よ
る
補
助
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
、
全
て
を
協
会
の
自
己
資
金
で
行
う
「
一
般

事
業
」
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

移
動
母
子
教
室
の
開
催

十
一
月
二
十
八
日
（
火
）
　
予
定

福
岡
県
福
岡
市

福
岡
市
立
心
身
障
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
あ
り
ん
こ
園
）

「
年
齢
ご
と
の
子
育
て
の
視
点
や
具
体
的
な
関
わ
り
方
」

講
師
　
坂
井
　
美
恵
子
　
元
大
阪
府
立
生
野
聾
学
校
長

編
集
後
記

相
変
わ
ら
ず
各
地
で
大
き
な
自
然
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
何
十
年
に
一
度
」
と
い
う
集
中
豪
雨
が
最
近
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
で
し
ょ
う
か
。
雨

に
し
て
も
風
に
し
て
も
地
震
に
し
て
も
自
然
が
そ
の
牙
を

剥
い
た
時
に
、
人
の
無
力
さ
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
思
い
知

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
会
報
響
き
は
年
2
回
の
発
行
で
す
か
ら
、
今
号
で
は
主

に
五
月
、
六
月
の
理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
報
告
、
新
役

員
の
ご
紹
介
、
事
業
計
画
等
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
当
協
会
の
新
た
な
事
業
と
し
て
「
聴
眉
障
害
乳

幼
児
教
育
相
談
研
究
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
に
関
し
て
の
報
告
は
次
の
会
報
に
掲
載
す
る
予
定
で

す。


